
<小 学校総合的な学習の時間部会>
1研 究 主 題

「第3学 年 か ら第6学 年 ま で の 連 続 的 ・関 連 的 な指 導 と評 価 の在 り方 」

π 研究の概要

総合 的 な学 習 の時 間にお い て 、 そ のね らい とす る資 質や 能力 を着 実 に身 に付 け させ て
い くた め には 、具 体 的 な 目標や 内容 、身 に付 け させ た い資 質や 能 力 を 明確 にす る と とも

教 科 等 で学 んだ 内 容や 方法 との関 連 を図 り、各 学 年 の連続 性 を重視 した指導 を通 しに 、
て 、実現 の ためにふ さわ しい学習 活動 の設 定や適 切 な評 価 を行 うことが 大切 であ る。

そ こで、次 の内容 につい て研 究開発 を進 めた。
学年 相互 の関連 を大切 に した 、身 に付 け させ たい資 質や 能力 の設 定の在 り方
各 教科や領 城 との関連 を 図っ た指導 の在 り方
児童 が身 に付 けた資質や 能 力 を連続 的に活 用 し、 さ らに 高 め る指導 の在 り方
ね らいの 実現状 況の適 切 な評価 と指 導の一 体化

研 究 の 内 容

◆ 身 に付 け た い資 質 や 能 力 の設 定
総合的な学習の時間において身に付けたい資質や能力については、評価の観点の

趣旨を明確にし、各学年段階を考慮 して設定すること力泌 要である。
そこで、多 くの学校において評価の観点として位置付け られている 「課題設定の力」
「問題解決の力」「表現力」「自己の生き方」の4観 点を例 に、2学 年 ごとの観点の

◆ 連続的 ・関連的な指導の工夫
各教科等において身に付けた内容や方法 との関連を図った指導や、児童が各教

科や総合的な学習の時間等において身に付けた資質 ・能力を連続的に活用 し、さ
らに高めるという視点に立った指導の在り方を示す。

◆ 資質や能力 の適切 な評価 の仕 方の工夫
児童自身の自己評価や相互評価を積極的に取 り入れ、評価に基づく教師の適切

な指導とともに、児車自身が自分の状況を知 り、さらに自分 自身を高める努力の

指 導事例 ∫
A小 学校 第4学 年

「公園たんてい団」

O課 題設 定までの手順や
考 えの深ま りを大切に
した指導 と評価

背 導 夢躍 ∬
B小 学校 第6学 年

rレ ッツ ・ボ ランテ ィア!」

O振 り返 りカー ドに よる 自己
評価 を生 か した、課題 追究
お ける指 導 と評価

動齢珊麟儲鷺
O学 習のあ しあとを継続 的

に作品化 してい く過程 に
お ける指導 と評価

皿 研究の内容

学習 指 導 要領 には 、総合 的 な学 習の 時 間 の 目標 や 内容 は示 され て い ない。 そ こで各 学 校 に

お い て 、 この 時 間 にお け る 目標 や 内容 を設 定す るこ とが必 要 とな る。 そ の 際 、評 価 の観 点 を

定 め、児 童 に どの よ うな力 雌身 に付 いた か を明 らか に して い く こ とが 重要 であ る。

本 部会 で は 、多 くの学校 が評価 の観 点 と して位置 付 けてい る と思われ る 「課 題設 定の カ 」「問

題 解 決 の 力 」 「表 現 力」 「自己の 生 き方jの4つ を取 り上 げ、そ れ ぞれ にお い て 、各学 年 段階

を考慮 し、具 体的 に どの よ うな力 をは ぐく も うと してい る のか を 、観 点の趣 旨 と して 「趣 旨」

の欄 に 示 した。 な お 、総合 的 な学 習の 時 間 の 内容 につ い ては 省 い た た め に、 内容 の ま とま り

ご との 評価 規 準 を設 定す る こ とは 困難 となっ た。 そ こで 、評 価 規 準 の 一例 と して 、観 点 ご と

に 「お お む ね満足 で き る状況 」 を 「実 現 して いる子 どもの 姿」 の欄 に示 した。
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次 に 、 これ らの力 をは ぐ くむ た め に は、各 教科 等 にお い て 身 に付 けた 内容や 方法 との 関 連

を 図 った 指 導 や 、児 童 が各 教科 や総 合 的 な 学習 の時 間等 にお い て身 に付 けた 資質 ・能 力 を 連

続 的 に 活 用 し、 さ らに 高 め る とい う視 点 に 立 った指 導 、す なわ ち 「連 続 的 ・関連 的 な指 導 」

が重 要 であ る と考え 、指導 の工夫や 評 価方 法にっ いて示 した。

各学 校 に お いて は、 これ を一 つ の例 と して、評 価 の観 点 の 趣 旨及 び評価 規 準 の設 定 、 学年

相互 の 関 連や 各教 科 ・領域 との 関連 を図 り、児童 が身 に付 けた資質 や能 力 を連 続的 に活 用 し、

さ らに高 め る指導 と評価 につい て の計 画 に参考 と され・る よ う望 む もので あ る。

1課 題殴定のカ

趣

旨

実

現

し

て

い

る

子

ど

も

の

姿

中 学 年

O体 験 や 身近 な 生活 の 中か ら、 自分 の 思 い

や願 い を生 か した課 題 を選 ん だ り見 つ け

た りす る。

(身の回 りの自然や生き物、地域社会等を対象に〕

・体験や今 までの生活 経験、学 習経験 を振 り返 り

なが ら、疑問 に思 った こ とや もっ と知 りたい こ

と、や ってみた いことを考えている,

・自分の 思いや廟 いを大切 に して、 い くつかの課

題の 中か ら、 自分 の思いや願 いに あった課 題 を

選んだ り、体験や生 活の中か ら課題 を見つ け よ

うとす る。

・課題解決 に向 けて、 どの よ うな ことを した らい

いか大 まかにつかんでいる.

高 学

O身 近 な 生活 や地 域 、社 会 の 出来 事 な ど を

様 々 な 視 点 か ら見 つ め直 し、 自分 に と っ

て価 値 ある課 題 を見いだ す。

(生居や地域 ・社会でおこる事象等を対象に)

・生活経 験や学 習経験 を生 か して、 自分 自身 や社

会 、 自然等 を見つ め直 し、疑 問点や 問題点 等 を

考えている。

・疑 問や 問題意 識 を、様 々な視 点か ら見つ め、追

究の 目的 を明砲 に した 具体的 な課題 に練 り上 げ

よ うとする.

・課題解 決 までの大 まか な見通 しを もって課 題 を

設定 している,

「 体験 や経験
、資料 等 か ら自分 の追究 課題 を設 定 させ る 「

●町探検 、公園探横な どでの直接体験を させ る ●視点 を変 えて地域調査等{車 椅子での調査 等}

指 ●学級全体で共通体験をさせる を行 わ させ る

導 ●具体的な課題を提示 し児童に課題選択させる ●教科 の学習 を も とに 、 さらに調 べた いことや 、

の ● 課題に ついて 、解決 したい理 由や その解決 方法 やってみたい ことを話 し舎 う場を設定す る

工 につ いて話 し合 う場を設 定す る ●課題を設定 した理由や根拠を明確にさせる

央 ● 学級全体 で ウヱ ビン グを し、方 法 を獲得 させ る ■ウェ ビングを 自発的 に取 り入れ させる

●教師 の り一 ドに よりKJ法 を取 り入れ る ●KJ法 を 自発的 に取 り入れ させ る

評 ◇事 前の実怨調 査(教 科等で培 った課題設定 のカ ・興味関心 の対象 等)と その分析

◇調 査や体験 にお ける行動 ・表情等の観察 φ発言や ワー ク シー ト等の記述 の分析

価
L

◇対話 ◇課題設定までの継続的な評価記録
一

lI
■._●

融

科

「 ■

各 教科 等か ら得 た知識 か ら生 じた疑 問や もっ と知 りたい事柄 な どを基 に問題 を見 出す。

等 社 口社 会的 事象 を具 体的 に観 察 、調 査 した り、社会 的 事象 にか かわ る各 種資料 を活 用 し

と 会 た りしな が ら、それ らを比 較 、関連付 けて学 習問題 をつ くる。
の 理 口比 較 した り、関係 付 けた り、 かか わ る条件 に 目を 向 けた り、要因 と関係づ けた り し
開 科 な が ら問題 を見出す 。

、連 」
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2.問 題解 決の カ

趣O大 まか な見 通 しを もち 、具 体 的 な 活動 を
中 心 にいろ いろな方 法で課題 を解 決す る。

実

現

し

て

い

る

子

ど

も

の

姿

・何 を、どのよ うに追究 して、 どの よ うにまとめ

るのかをつかんでい る。
・観 察や見学 、聞 き取 りな ど具 体的な活動 を通 し

て調べ よ うとす る,

・友 達や先生 の意 見やア ドバイ スを聞いて、そ

れ を生かそ うとする。
・友 達 と協力 し、 いろいろな人 か ら情 報 を得た

り、教わった りしよ うとす る。
・他 教科 ・領域で学 んだこ とを振 り返 りなが ら、

課題解 決に生か している。
・自分や他 の人 々の考えを比べ なが ら、その共通

点や 相違点 を見つけている.
・自分の考 えや解決方 怯、追究 に取 り組 む姿勢 な

ど学びのよ さに気づいてい る。
・分 か った ことや考 えたこ と、追究の過程 をを具

体的に振 り遍 り.次 にす ることをつかんでいる。
・友達の学びのいい ところを見つけよ うとする、

O具 体 的 な計 画 を立 て.課 題 に応 じた 適 切

な方 法 で追 究 し、よ りよ く課 題 を解 決 す

る。

・自分 の課題 について予想を立て
、具体的 な学習

計画 を立て 、解決の見通 しをもって追究 してい

る。
・自分 の課 題 に適 した勧果的な方法 で資料 を収集

した り調べた りしょ うとす る。
・他 の人 か らの ア ドバイスを進んで とりいれ 、 よ

りよ く課題 を解決 しようとす る。
・自他の考 え を尊重 し合い、様 々な立場の人 々 と

主体的にかかわ り、課題を辮決 しよ うとす る。
・他 教科 ・領域 で学んだ ことを積極的に生か し、

課題解 決を している.
・自分の考 え と他 の考えを比較

、関連、総合 させ

なが ら、考えを深めている。
・事象 を広 い視野 か らとらえ、様 々な立場 に立っ

て よ りよい考えをもっことができる。
・自分 の学び を視 点を もって振 り返 り、成果 と諜

題 をつかむ とともに、計画を修正 しなが らよ り

よく課 題1騨決を している。
・友達 の学び の よさや課題 に気づ き、自分の 学

びに生か している、

吊
追究の見通 しをもち、牒題解決に適 した方法で課題を追究 させる

■学習計画 を自分の言葉で書かせ る

■情報交換や 中間報告会、追 究の経 過や成果 の掲

指 示等 による学び合いの場 を設 定す る

導 ●多様 な調 べ方やま とめ方 を体験 させた り 選択

の させ た りす る

工 ●振 り返 りカー ド等 を活用 した 自己評価や 中間 報

夫 告会な どにおけ る話 し合い に よる相互評価 を取

り入れ る

●予想 を立て、具体的な学習計画を立て させ る

O情 報 交換や 中間報告会 、迫究 の経過や成 果の掲

示等 に よる学び合 いの場を積極 的に活用 させ る

●学び方 カー ド(調 べ方 、ま とめ方等)を 活用 し

た、効 果的で主体的な迫究を考 えさせ る

●追究の 過程 を振 り返 り、計画を見直させ る

●振 り返 りカー ド等 を活 用 した継続 的な 自己評価

やア ドバイ スカー ド等 を活用 した相互評 価 を取

り入れ る

評 ◇行動 ・表情等の襯察 ◇対話 ◇学習計画、ワー クシー ト等の記述、発言 ・つぶや きの分析

価 く〉振 り返 リカー ドによる自己評価 ◇ア ドバ ィスカー ド等への記述

曾
醗 口 目的や 質問内容 を明確 に して 、適切 な言葉 遣 いで イ ンタ ビューす る。

教

科 ロ表 や グ ラフを読み 取 る。 資料 を表や グラフに効 果 的 に整 理す る。

等
と 社 ロ観 察や調 査 を した り 具体 的資料 、基礎 的資料 を効 果的 に活 用 して調 べ る

の ム ロ特 色や相 互の 関連 、事 象 の意 味 について よ り広 い視 野 か ら考 え る

関

連 口問題 解決 の方法 を考 え 、観 察 実験 な どを行 い、過 程や 結果 にっ いて総 合 に話 し合 い

なが ら科 学釣 な見方 や 考 え方 を深 める。
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3.表 現 力

趣

旨

実

現

し

て

い

る

子

ど

も

の

姿

中 学 年

O伝 えた い こ とを さま ざま な表 現 方 法 でわ

か りやす く表 現す る。

・解 決 したい課題や 、その計画 ・方法 につ い

て、聞 く人 にわか りやす く伝 えてい る。

・互いの学 び につ いて気づ いた こ とを、助 言

し合 っている.

・他教科 で学ん だ表 現方 法や技 能を活用 しよ

うとす る。

・伝 え たい相手や 内容 ・目的 に合っ た表現 手

段 を選 んでいる。

・活動 を通 して得 た気づ きや 、 自分の これ か

らの学 習や生活 にっ なげて考 えた こ とを、

わか りやす く表現 している。

高 学 年

O伝 えた い こ と を相 手 の立 場 を考 え 、i効果

的 に伝 える方法 を考 えて表現す る。

・活動 状況や課題 の解決方法等 、互 いの学 び

につ いて相手 の反応 を確認 しなが ら共感 的

に意見交換を している,

・他 教科で学 んだ表 現方 法や技能 の特徴 を生

か して 、複合 的に活用 してい る。

・伝 えたい こ とを、相手意識や 目的意 識 を も

って内容 を吟味1し、効 果的 に伝 え る方法 を

考 えてい る。

・相 手 と 自分 の関係 を考えて 、伝 えたい内容

や適 切な表現手段 を選んでいる.

・活動 の成果や課題 か ら自分の生 き方 を見通

して考えた こ とを、 よ り多 くの人 に伝 え働

きか ける方法 を考 えてい る。

追究活動における学びや気づき、考えや思いを効果曲な方法で表現 させ る

指

導

の

工

夫

評

価

●意 見交換や学習発表 の場 を設定す る

●他教科 で獲得 した表現方法の想起 ・活用 を促す

● 多様な表 現法 を紹介 し体験 させ て、根拠 を もっ

た選択 を させ る

●集 めた情報 を蓄積 ・整理 させ る

●ア ドバイ スカー ド(相 互評価カー ド)等 を用 い、

友 達の意見等 を取 り入れ ることを考え させ る

●意 見交流会や 中間発表会な どの情報交換 の場や

学習発表 の場 を設定する

●他 教科 ・領城で獲 得 した表現方法の勤 果的 な活

用 を促す

●集 めた情報 を蓄積 ・整理 して、取捨選 択 し、効

果 的な方 法でま とめさせ る

O相 互評価 を活用 させ る

◇記 録の分析(自 己評価 ・相互評価 カー ド、 ワークシー ト、ノー ト等)

O行 動 ・発言 の分析(意 見交流会、 中間発表会 、プ レゼ ンテー シ ョン、ポ スターセ ッシ ョン、実演 、

体験活動等)

◇作 品の内容や記述 の分 析(発 表 会等のた めに作成 した資料 、ホー ムペー ジ.作 文 ・意見文 ・手紙 、

造形 ・映像作品等)

一 　 .

敏

科

等

と

の

関

連

「

」

国

語

「

ロ経 験 した こ とを記録 文や 新聞 な どに表す。

口礼 状や 依頼 文 な どの手紙 を書 く。

杜会 ロ調 べた こ とを分 か りやす く効 果的 に ま とめ る。

算数

一

ロ調 べ た 事柄や 考 え方 等 を表、 グ ラ フや絵 、図 等に整 理 してま とぬ る。

囎 ロ実験 や観 察 の結 果等 を絵 、図や 表 、 グラフ等 にま とめ る。
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4.「 自 己 の 生 き 方 」 に つ い て

O自 分や友 達のよい ところに気付 いた り、身近

趣 な周 りの人々にかかわった りす る。

O学 習 した ことを自分の 生活に生 か した り、自分

の生活 を見直 した りする。

実

現

し

て

い

る

子

ど

も

の
姿

指

導

夫

・自分の よい所 に気づい た 切、 自分の考 えをもっ

た りして、 自分 を変えようとす る.
・他教科で得た こ とを,総 合の時 間に取 り入れた

り、学習 したこ とか ら自分の生活 を見直 した り

す る。
・自分の生活の 中で、でき ることは何か考 え、行

動す る.
・友達の よい所 に気付く。

・様 々な立場や考 えの違 う人々 がいる ことに気付

く 。

・自 分 と 他 の 人 との か か わ り合 い に 気 付 く。

・地 域 の 施 設 や 人 と ふ れ あ う
。

O自 分や 友達の よ さや成長 を盟 める とともに、

立場 や考 えの違 う人 々とも進んでかかわ る。

0学 習 した ことを 自分の生活 に生 かす とともに 、

学校や 地域に働 きかけ 、身の周 りをよ りよ く し

ていこ うとす る。

・自分に 自信を もち、積 極的 に行動す るこ とで、

よさを伸ぱ してい く.
・自分の 考えや意 見を もち、主張す る ことで、願

いや思い を実現 していこ うとす る。

・自分の身 近な所 で、で きることは何 か考 え、実

際に働 きかけた り、行動 した りする。
・よ りよい生き方や 自分 の将来にっいて考 えた り、

自己の生 き方の 自覚 を深めた りする。
・友達の よい所を認 め、 自分の学習 に取 り入れ

た り、生か した りす る。
・立場や考 えの違 う人 に気付 くと ともに、それ ら

の人 々とも進んでかかわろ うとする。
・自分 と社会 とのかかわ り合いに気付 く。

自己の学習 を掘 り返 って生活 に生か した り、人々 とのか かわ り合いを深めた りす ることなどを

通 して、さらに学びを広げ させ る。

● 課題、気付いた こ と、感 想な どを順序 よくま と

め、自分の学習を振 り返 る時間を霞け る

● 情輯交換や 中間報告会 、話 し合 いを通 し、自分

や友達の よい ところに気付け るよ うにす る

●学 習に関連す るゲス トテ ィー チャーな どを学校

に招 き、児童 に人や地 域 との かかわ り合 いを行

う機会 を設ける

O他 教科で得た知識 を生 か した り、総合で学 んだ

ことを他教科 に還元できるよ うに働きかける

●学 習 した ことか ら生活 を見つ め直 した り、よ り

よくす るには どうしたらよいか考えた りさせ る

● 自分の これ まで の学習 をふ りか え り、 よ くな っ

た点や変わった点な ど自己の成 長に気付かせ る

●情報交換や 中間報告会 、話 し合 いを通 し、 自分

や友達 のよ さを認 め合 い、 さらに生かせ る よ う

にす る

● 自らの学 習に関連す る人や 地域 の施 設等 に主体

的に働 きかけ、学び を探め させ る

●他教科 で得た知識 を生か し、自分 の学習 を より

よいものに させる

●学習 した ことか ら自分 や周 りの生 活を見つ め直

し、よ りよい ものに しよ うと働 きかける

・学習カー ド等 の記述や行動の分析(自 己評 価、相互評価 を行い 自己の学び に生かす とい う視点か ら)
・日常生活や人 とのかかわりの 中での児童の発言、行動観 察。

価 ・学習の経過や ま とめ(他 教科でのr学 び」や 自己の生活に生か してい るか等の視点か ら)

曾
社会 口 自己を振 り返 り,地 城社会の一員 としての自覚をもつ とともに地域 への誇 りと愛情 をもつ。

酬

生

活

道
徳

教

科
等
と

の
関

連

ロ学習の成果を自然事象の理解や 日常生活における行動の仕方に生かす。

口具体的な居動や体験 を しなが ら、自分 と身近な人 ・社会 ・自然 とのかかわ りに気 付 く。

口 自分 自身の よさに気付 く。

口進んで新 しいものを求 め、工夫 して生活 をよりよくす る。

口生活 を支えている人々や 高齢者 の方々に尊敬 と感謝の気持 ちをもeて 接す る。

進跳 ロ友達の よい ところを詠め 、励ま し合 う。 ロ 自分の生活 を支 えている人に感謝す る。

指導 口社会生活の役割やその大切 さに気付 く。 ロいろいろな職業や生 き方があることがわか る。等
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指導事例
<指 導事 例1>

(1)単 元名

(2)単 元の 目標

課 題設 定 までの手 順や考 えの 深 ま りを大切 に した指導 と評価(A小 学 校 第4学 年)
「公園たんてい団」

地域の身近な公園を見直 し、植物や施設 などについて自分の課題をもち、様々な人と関わ りなが

ら課題 を追究して、地域の人々の努力等を身近に感 じ、自らもよりよい活動をしようとする.

(3)単 元の指導 ・評価計画(40時 間扱い)

魑 身近な公園 を見直そ う

・落合 の公 園 を見直す 活動 を通 して公 園の植物や施設 、人

な どに閥心 を持 ち公 固にっいて調べる課題 をもつ.

公園を さぐろう

・課題 に沿 って公園 を調 べ、工夫 して考え をまとめる。

公國へ行 こう

・身近 な公 園に対す る見方や考え方を深 め、自分の生活に

生か していこ うとす る。

【課 題 設 定 の 力 】 を 育 て る
公園めぐりの中から気付いたことや疑問に

思ったことをい くっかもち、自分が取 り組み
たい課題 をしぼることができるように した指

導事例

■ ■レ ・P127

★ 学習活 動に即 した具体的 な評価規 準

① 自分の思いや腰 いを大切に して、体験
の中か ら課題 を見つけよ うとす る.

② どの ように解決 した らよいか大まかに
つかんで課題 を設定す る。

<指 導 事 例2>自 己 評 価 を生 か した 課 題 解 決 力 を 高 め る指 導 と評 価(B小 学 校 第6学 年)

(1)単 元名 「レッツ ・ボ ランテ ィア」

{2)単 元の 目標 ボランティアや福祉活動 に関心をもち 、自分 たちにできることを考え実践す る こと

を通 して、自分 の よさや ボランティア活動の大切 さや喜びに気づき、 これ か らの 自分

を考えよ うとす る。

(3)学 習 計 画 〔30時 間)

ボ ラ ン子 イア を 見 つ けよ う

・体 験 や 経 験 を も と に 自分 た ちに で き るボ ラ ンテ ィア

を 見つ け る.

ボ ラ ン テ ィァ に ラ ヤ レ ンジ1

・計 画 を立 て て 婁践 を行 い 、そ れ を振 り遮 りなが ら、

よ りよ い追 究 を行 う。

括 動 や思 い を伝 え よ う

・自分 た ちの 活 動 内 容や 思 い を ま とめ 、伝 え広め る,

★ 学習活動に即 した具体的な評価規準

①既習事項 を積極的 に生か し,課 題解決

す る。

② 自分の課題 に適 した効果的 な方怯で資
料 を収集 した り調べ たりす る。

<指 導 事例3>学 習のあ しあとを遼続的に作品化 してい く過程における指導 と評価(C小 学校 第3学 年)

(1}単 元名 「成瀬の自然をさぐろ う1

(2〕 単元の 目標 地域に残 された里山探検から課題をもち、地城の人や友達 とかかわりなカ1ら追究 し、「尾根
道の本」に自分の思いや考えを表現するとともに地域の自然を大切にしようとい う気持ちをもつ。

(2)単 元の活動 ・評価計画(40時 間)

尾根違 たんけんに行 こう1
・「尾根道 たんけん」に行 き、 自分の課題 をみっける。

尾根 遭たんけんに行 こう 口

・地域 の人たちの協力 を得 て自分 の課題につ いて追究 し、

わ かったこ と、思 いや考 えを 「尾根道の本」 に表現す る

・みん なで発衰倉 をしよ う 自分 の思いや願 いが活かせ る

表現 方法 を選び.地 域の人 たちを招いて発表会 をす る。

【表 現 力 】 を育 て る
輿分の課題を追究 し、わかうた こと、思いや

考えを自分自身の 「尾根道の本」に表現する、

その際、相互評価を活用 させたり、自分や友だ

ちの作品のよさに気付かせたりしながら、分か り
やすく表現方法を工夫できるようにした指導事例

■吻1レP129

★学習活動に即 した具体的 な評価規準

①根拠をもって衷現方法を選択す る

②集 めた情報を蓄積 ・整理 して表現す る
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〈指導事例1>課 題設定までの手ll頃や考えの深まりを大切に した指導と評価(A小 学校 第4学 年)

O地 域の公園を見直す活動を通 して公園の植物や施設、人などに関心をもち、公園について調べる課題

を設定するまでの場面(1'-12/40)

〈児童の活動 〉 〈児童の学び 〉 〈教師の指導 ・評価 〉

●今までの認 識 を覆

す 『公園クイズ』を

行 う

o
●実際 に行 って確 か

める 『公園めぐり』

を行 う

●学級全体で 『ウェビ

ングマ ップ』を作 り

疑 問 や 発 見 を

理する

● 課題 をグルー プで

発表 し合い、ア ドバ

イス し合 う

9
● 自分 の課題を明確

にし、解決の見通 し

をもつ

学
習
力
ー
ド

〔B4両 面)

「こんな ところに筋災倉庫があるよ。)

「誰ボ掃除 して くれているんだる う?」

「え1知 っていたはずなのに1!」

・意外 な発 見 をす る。

・今 まで 見過 ご して きた ものに気 付 く
。

「こん な こ と も脚 べてみ た いな。」

「あ!こ っ ち の 瞭題 と閨 連 してい る.」

・課題 を広 げ る。・課題 を分類 ・整 理 す る。

Oク イズにより認誠不足に気付か

せ、今までと違った視点で公園に

行くようにさせる。

Oど んな発見をしたか、どんな疑問

をもったかを学習カー ドの記述

により把握する。

0児 童の疑問や発見をもとに して

課題を分類する。併せて分類方法

に慣れさせる。

O自 分の課題をつかもうとしてい

るかを学習カー ドの記述により

把握する。

・情報交流により、新たな展問や課題を見つける。(相互評価)

「OOさ んの課題は、囲べるのが鑑 しそ うだ

ね。ゴニつの公薗を比べてみても面白い糺 」

・意 見交 換 を しなが ら
、 自分の課 題 を

見っ め直す.{二 相 互評 価)

・課 題 を深 め る
、

課題 を書 き込み、修正、変更

したものを書き加 えていく

クイズでの疑問や酪想を

書く

O調 ぺ方等について、自分の考えを

もって、意見突換を行うよう助言

するなど、各グループを巡視 しな

がら指導する。

O解 決の大まかな見通 しh9も てな

いために課題を変更 した児童や

グループの話 し合いが有勧 にで

きた例を招介する。

公 園め ぐりでの発 見や

疑問を書 く

その 口の活動を振 り

返 り、書 き込む

/【 課題設定までの手順やよりよい課題設定の力を身に付けさせる指導と評価のエ笑}≒

、
、

@課 題設定 までの学習を一枚 の学 習 カー ドに書 かせ る
・児童は活動を振り返ることができ、教師は思考過程をとらえて有効な評価と指導力雪できる.

@学 級全体でウ ェピングマ ップを作 る

・児童同士の情報交流の場 となり 『課題の例示』になる。さらに、発想の広げ方や分類の仕方を

指導する場ともできる。

◎ グルー ヲごとに自分 の課 題 を発表 し合 い、ア ドバ イス し合 う

・教師はグループを巡りながら個に応 じた指導を充実させること溺できる。

@葭 定ま での考 え方が よい子 どもの例 をほめ、紹介 す る
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<指 導 亭 例2>自 己評価 を生 か した課題 解 決力 を高 め る指導 と評価(B小 学校 第6学 年)

第5学 年 では幼 稚 園や高齢 者福 祉施 設 での 活動 を通 して,人 の役 に立つ喜 びや働 く人 々 の思

い,福 祉 活 動 の大 切 さな どを実 感 と して学 ばせ 、 「町 の人 の た めに いろ いろ な活 動 を して みた

い」 とい う願 いへ と広げ させ た。 本 単元 は これ を受 けた 内容 と して位 置付 いて いる。 以下 の場

面 は,自 分 の活動 につ いて計 画 を立 てて実 践 の準備 に取 りか か る場 面で あ る。(5～14/30)

〈児 童 の活動 〉 〈N児 の学 び 〉 〈教師 の指導 ・評価 〉

O取 り組 み た い ボ ラ ン

テ ィア 活 動 を決 め,

活動計画 を立てる。

δ
Oボ ランテ ィアセ ンター

の方か ら助言 を頂 き,

計画を修正する。

◎

【墜クシート】 病院や保育園、幼稚園の 小

さい子に読み聞かせ を してあげた
い.小 さい子を笑顔に させ たい.

C■ き込み ⊃5年 生 の時 の幼 稚園 や

高齢 者福祉施 設で での経験 も生 かせ

るね。(既 習 を想起 させ るきつかけを一L
」[妙 や くる}ノ

「1振 腿 り刑 ホ・ラ・テ、アセ・ターの 方 尋

幼稚園の先生など、みんなに協力 して

もらっているから、そのことを無駄 に
しないよ う、みんなが喜んでくれるよ

うに一生懸命に本を読みたい。

自己評価 ① 関心 ・意欲{3)
②問題解決(3)

③かか籾 ω ④表現。シ

.,

{自 己評価 の工夫}5年 生の時 と同様 に、

観点を示 して3段 階(1～3)で 自己評

価 させ る.(既 習経駐 を生か した目標設定

唖 と自己評価
●

,

一
囁

1儒 き込胡 たくさんの人に支えられて1
;い る と い う気 持 ち が こ もっ て い る ね。PTAi

【振 り返 リカーFl子 どもに楽 しんで もらえるように

計画を立てたuPTAの 方のように うまく読みたい。

の方や保 育園に さらにお願 いをす る とい

いね.(よ さを認め活動計画 を広げさせ る}

O実 践の準備 をする。

一へ
ryJT1T"'/"t[t;i」v/P

バ イ ス を も ら い な が ら、 読 み

聞 か せ をす る 本 を 選 択 し 、 練

習 を 行 っ て い る 。

{評価,早 速、自分から直接お願いに出かけ、≡
践を高めようとしている。課題解決力が育って
いると判断する。評価については、観察と振 り

返 りカー ドとの併用も大切である

【根 り返 り炉 ド】ビッグ ・ブックは、みんなに見やすくてとてもいいと思
った。保育園には どのようにお額いを したらいいのか教えてほ しい。

{書 き込み 冷5年 生の 学

習 を生か し、相 手 の立場
に立って よく考 えたね。

保育園には来週伺お う。

(既習 を生か しているよさ

を認める)

O案 践 をす る。

呂⑤

昼休みに幼稚園を訪ね、5歳 児に絵本を読み聞かせをす
る。その後、保育園を訪問し、交流や読み聞かせをする。

O実 践 を振 り返 る

`助言}み んな楽しそ うに聞いて
いたね。喜んでもらえてよかった

ね.こ れを続けていけると.も っ

1`_畳iと 、 笑 顔 を増 や せ るん じゃ な い か

乱な(活 動への意欲付け)
● ・

、

働 返リカ.舶 分が何かをして喜んでもらえると喬
うのは、とてもいいことだと思った。人もうれ しい
し、 自分もとてもうれ しい.み んなの笑顔が大切。司

自分もや さしくなった。 自牙たちで紙芝居 も作って
いき、もっとみんなが喜んでくれる活動をしたい。

自己評価 ①関心 ・意欲(3)② 問題解決(3)

③かかわり{3)④ 表現(3)⑤ 理解(3)_L

■ {自 己評価の工夫}

発 展的な実践につい て も

考えるよ う促す

向' ∫`書 き込み}国 語や図工で学んだ
ことも生かしていこう(既 習をさ

らに生かす働きかけ)

【自 己評 価 を生 か して課 題解 決 力 をは ぐくむ指導 と評価 の工 夫】

視 点 を明確 に して 自己評価 が継 続的 に行 える よ うに指 導す る。

教 師 は 評価 の観 点 を明確 に もって 、そ の育 ち を認 め る とと もに、子 どもの思 い を受 け

止 め なが ら、 さ らに高 める指導 や助 言 を個 々の児 童 に伝 え る。

子 どもの 自己評価 に教 師の観 察 等 を併用 して評価 を確 か な もの にす る。
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<指 導事例3>学 習のあ しあとを経続的に作品化 してい く過程における指導と評価

(C小 学 校 策3学 年)

課題 迫 究 の過程 にお いて 、児 童一 人一 人 瀕 自分 の 「尾根 道 の本」 を継続 的 に作成 し、ア ドバ

イ ス カー ド等 を使 った相互評 価や 自己評 価 を生か しなが ら表現 力 を高 め る場 面(7～

〈児 童の 活動 〉

O自 分 の課 題

に つ い て い ろ

い う な方 法 で

ロ概
[
▽

O調 べ た こ と

を 「尾 根 道 の

本 」 に表 現 す

る 。

O友 だ ち と 作

品 を読 み合 い、

ア ドバ イ ス カ
ー ド を 使 っ て

自 分 の 作 品 を

振 り返 る。

lS児 への教 師 の指導 ・評価1

O資 料 コー ナ ー に図 鮭 や 本 、 地 域 の 人

か らい た だ い た 資 料 、 イ ン タ ー ネ ッ

トで 調 べ た 資 料(画 像 を含 む1を 用

意す る。

O集 め た 花 の 名 前 を 図鑑 で調 べ 、 押 し花

に して 「尾 根 道 の 本 」 に貼 っ た の は い

い 工 夫 だ った ね 。(封 話 〕

O地 埴 の 人 に イ ン タ ビュ ー す る話 動 で は 、 国 語 や

社 会 で 学 召 した イ ン タ ビュ ー の 方 怯 を想 起 させ

る。(「分 か っ た こ と」 だ け で な くr思 っ た こ と

や 考 えた こ と」 も書 くよ うに させ る。〕

OS児 は 地 域 の 人 の 話 を 圭 て メモ に と って い たが 、

田 や 畑 に つ い ての 話 を 取捨 選 択 し、 さ らに 写 真 と

文 を揖 応 させ て ま とめ て い る。

分 類 整 理 して 曇 現 す る カ が 身 に 付 い て きて い る と

判 断す る。

1相互 評 価 ・自 己評 価i

悌

わ た しは 、 尾

根 道 の 花 を 押 し

花 に して 、 花 の

名 前 を 調 べ・ま し

た。次 に 、花 は 、

ひ な た に あ る か

ひ か げ に あ る か

調 べ て み ま し

た。

S児 の 「尾 根 道

の本 」 よ り

O「 尾 根 道 の 本 」 を

友 だ ち と醗 み 合 い

ア ドパ イ ス カ ー ド

を 使 っ て 、 友 だ ち

や 自分 の よ さを 見

つ け さ せ る,

そ の 瞭 、 表 現 方 法

に つ い て の ア ドバ

イ ス欄 を設 ける.

鳳
Sさ ん への ア ドバ イス カー ド

畑 は 審 と秋 に

種 を ま く 田

ん ぼ は.年 に

1回 種 を ま く

そ うで す 、次

は 、 どん な 野

菜 を 育 て て い

る か を 調 ぺ た

い で す,

S児 の 「尾 根

道 の 本 」 よ り

ア ドバ イ

ス を書 い

た 人

よい とこ ろは どこ です か マ

くふ う した 方 が よ い と こ

ろは ど こで す か?

{自 分 の

く}

M

鱗 文う写真 《翻べ方)

鎧 露,'べ 方名 前 を書 くに越〔些 で 初 め て 知 っ に 聖

自分 と同 しと 」う

調 べた事 がきれ いに書 いて
ナ

何 の図 かんで調 ぺたの?

あった。だいこん がこんな それから、写 真 をもうす こし

に種 類が あるなんて1 はった ら亨

友 だ ち の作 品 や ア ドバ イ ス カ ー ド

壱読 ん だ と きの こ とを ふ りか え り.

か ん そ うを書 きま しよ う,

思 つ た こ と 考 えた こ と

よ か った こ と うオ1」しか,た こ と

こま つ た 二 と い や 控 コ た こ と

自分 や 友 擢 ち の よ い と こ ろ

次 は 、 こ う しよ う と思 った こ と

「写 真 をは った ら。」 とア ドバ イ ス カ

ー ドに 書 い て もら った け ど、本 当 は、大

根 の 種 類 は 本 で 調 べ て 桧 に 書 い た の で

写 真 を はれ なか っ たん です 。 で も 、今 度

は 写 真 を は ろ うと思 い ます 。み ん な 見 た

こ と感 じた こ と を そ の ま ま か け て い て

す ごい な あ と思 い ま した。み ん な 鈴 木 さ

ん 〔イ ンタ ど昌・一 した 方)か ら教 え て も

ら っ た こ と をわ か ウや す くか け て い て

す ごい な あ。私 も今 度 は がん ば ら な く っ

ちゃ。S児 の ふ りか え りカ ー ドよ り

・■ 明 ・1: .餌'等'」zv宜.'Lり 「f咽Fヴ

1表 現力 を育てる指導 と評価の工夫】

=i"v'-T胡

lS児 へ の教 師 の指 導 ・評側

o友 違 の ア ドバ イ ス1素 直 な 気 持

ち で う け と め る こ と が で き て え

らいね 。写 真 は前 に も使 って い た

し、大根 は本 で 胴 ぺ た の で 絵 に し

た の だ か ら 先 生 は よ か っ た と 思

い ま す よ 。{書 き 込 み}

O根 拠 を 持 っ て 表 現 方 法 を選 択 し

て い た 点1ま.む しる 囲 め られ るべ

き 事 なの で 、轍 師 が補 足 す る 。

zA「 」.tJ[囮F}耳 」 才 」望」阜 ㌧'牌'=「 伯 【螂 馴匿」 剛 匂一

⑥ 掲示 物の工夫や 資料 コーナーの常設な ど学習 環境 を整 える とともに、他 教科 で培 った衷 現のカ を活

用す るよ う助言す る。

@視 点 を明確 に した相互評価 ・自己評価 と表現活動 とを組み合わせ て行 い、表 現や 追究への意欲 を高

め る とともに、一人一人への教師の助言 を的確に行 う。

◎ 表現活動 の中に自分 の課題 とその理由、調べた方怯 、思 いや考 え、次の課題 とその理 由などを書 か

せると、思考の過程が明確化され、課題解決力などの指導と評価に役立つ。
.' ,.・-eL.,・J'.'"・'r'.」=jd-.

…
齢
聲

…
塁

犀
翼
タ
酔

髄
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IV研 究 の ま と め

平 成15年12月26日 付 で 、学 習指 導要 領 の一 部が 改正 され た。(文 部科学 省 告示 第173号)

改正 され た内容 の うち、 「総合 的 な学 習の 時間」につ いて の改正事 項 は、以下 の とお りで あ る。

ア 「各教 科 、道徳 及び 特別 活 動で 身 に付 けた知識 や 技 能等 を相互 に関連付 け 、学習 や生 活

にお いて生 か し、それ らが総 合 的に働 くよ うにす るこ と」 をね らいに加 えたこ と。

イ 「各 学校 にお いて 目標及 び内容 を定め る必要 があ るこ と」 を規定 した こ と。

ウ 「各 学校 にお いて全 体計 画 を作成 す る必 要が あ る こと」 を規定 した こと。

エ 「目標 及 び内容 に基づ き 、児童 生徒 の学習状 況 に応 じて 教師 が適切 な指 導 を行 う必要 が

あ る こ と」 を規 定 した こと。

オ 「学校 図 書館 の活用 、他 の 学校 との連携 、各種社 会 教育施 設や社 会教育 関係 団体 等 との

連携 、 地域 の教 材や 学習環境 の積 極 的 な活用 な どにつ いて 工夫す る必要 があ るこ と」 を明

確 に した こ と.

これ は、 各学校 にお いて 、総 合 的 な学習 の時 間にお け る 目標 や内容 が明確 でな く、 また 、必

要 か っ適 切 な指 導や 、子 どもた ちに どの よ うな力 が育 づた かの検 証 ・評 価が十 分で ない こ とが

指 摘 され た ためで あ る。

今 後 、各 学校 にお い ては以 下 の視 点で 、指導 と評 価 につ いて 点検 し改善 して、総 合的 な学 習

の 時 間 の全体 計画 の作成 と実施 を充 実 させ る必更が あ る。

1身 に 付 け させ た い資 質 や能 力 を 明確 にす る

各 学 校 にお いて は、総 合的 な学 習 の時 間にお いて身 に付 け させ た い資質 ・能 力 につい て 具体

的 な 姿 を設 定す る ことが 必要 で あ る。

そ の た め、各 学校 が設 定す る評 価 の観点 につ いて 、その 趣 旨を明 らか に し、評価 規準 を設 定

す る必要 が あろ う。 そ の際、各 学年 段階 を考慮 した設 定 が重要 であ る、

なお 、本 部会 で は示す こ とを省 い た が、総合的 な学習 の時 間の内容 につい て も考 慮 して評 価

規 準 を設 定 し、 さらに学 習活動 に即 した具体的な評価 規準 の設 定が必 要で ある.

2連 続 的 ・関 連 的 な 指 導 を工 夫 す る

各 教 科 にお いて身 に 付 けた学習 内 容や方 法 、そ して、 これ までの総合 的な学 習 の時間 にお い

て 身 に 付 けて きた力 を生か しな が ら、総合 的 な学習 の時間 の活 動 に取組 ませ る こ とが必 要 で あ

る。 そ のた めに は、各学 年段 階の指 導 に連続 性 を もたせ るこ とが大切 であ る。

各 学 校 にお い て、総合 的 な学習 の 時間 の 「学校 と して の全体 計画」 を作成す る際 には 、教 科

等 との 関連や 学年 段階 間の指導 の連 続性 等 につ いて配 慮す る ことが重 要 とな る。

3評 価 を生 か した 指導 の方 法 を 工夫 す る

評 価 と指 導 の一 体化 を図 り、児 童 一人一 人が 資質 ・能 力 を着 実に身 に付 けてい く こ とがで き

る よ うにす るた めに 、評 価方法 、指 導 ・支援 方法 を工夫 ・改善す るこ とが重要で ある。

児 童 一 人 一人 の主 体的 な学 び を促 す と ともに、評価 及 びそれ に碁 ついて個 に応 じた指 導 を行

うた め に は、児 童の 活動 の姿 か ら学習 状況 を把握す るこ とが必 要で あ り、その 際、学 習 カー ド

へ の記 述 は有 効 であ る。 有効 な学習 カー ドに は次の よ うな もの があ る。

(1)問 題 設定 ま での手順や経 過 、及び 解決 の計画や 実行 な どを記述 した学習 カー ド

(2)自 己評価 カー ド

(3)相 互 評価 カー ド

これ らの カー ドを活用 す る際 には 、児童 に書 く観 点 を明確 に示 し、 よい書 き方 を紹 介す る な

ど して記 入 の仕 方 を指導 してお く必要 があ る。 また、教 師 の観 察や 対話 に よる評価 と併用 して

活用 す る こ と、児童 の思 いや考 え、努 力等 を受 け止 め る とと もに、評価 の観 点 を明確 に もっ て

教師 は的 確 に よ さを認 めた り、 よ りよ くす るた めの指 導 ・助 言 を行 うこ とな どが重 要 であ る。
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